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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 春の清掃活動の実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内 容 

１ 美化推進協議会による清掃活動 

（１）実施方法

清掃活動を実施していることをより強く区民にアピールするため、ご

みゼロデーである５月３０日に一斉開催した。 

（２）実施日時

５月３０日（木）午後２時から午後３時まで

（３）ごみ回収場所、参加人数

駅 ご み 回 収 場 所 参加人数 

北千住 東京電機大学キャンパスプラザ １７９人 

綾 瀬 東綾瀬公園（ハト公園） ３１０人 

西新井 西新井公園 １１９人 

竹ノ塚 竹ノ塚駅東口広場 ２１０人 

梅 島 梅島小学校 ６５６人 

五反野 足立小学校 １５９人 

合 計 １，６３３人 

※ 綾瀬、西新井、梅島、五反野は地元小学校の参加人数を含む。

（４）その他

ア 清掃活動の他、庁内ビューティフル・パートナー関連部署と協働し

て実施。 

イ 綾瀬は「綾瀬地区防犯対策推進協議会」と合同で実施。

２ 春のごみゼロ地域清掃活動 

（１）参加団体

町会・自治会、商店街、民間事業所、学校等

（２）実施方法

期間中に参加団体が地域の清掃活動を行う。

（３）実施日

５月から６月の期間中に団体が指定した日

（４）参加団体数・人数（６月１４日現在）

団体数 ７７０団体 

人 数 ２８，９３２人 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 西新井栄町住区センターの空調設備等改修工事について 

所管部課名 地域のちから推進部住区推進課、子ども家庭部学童保育課 

内 容 

西新井栄町住区センターの空調設備等改修工事について、次のとおり報

告する。 

１ 工事概要 

（１）改修工事期間（予定）

令和６年７月上旬から令和７年３月上旬

（２）主な工事内容

空調、照明、防災設備等の改修

２ 施設機能ごとの休館期間等（予定） 

（１）休館期間

ア 悠々館

令和６年７月１日から休館

イ 児童館（一般来館）

令和６年７月１日から休館

ウ 学童保育室、児童館（特例利用「ランドセルで児童館」）

休室期間なし

学童保育室、児童館エリアの工事期間中は、悠々館エリアで運営

予定 

（２）全館開館予定

令和７年４月上旬

３ 今後の方針等 

（１）休館期間中の悠々館や児童館の利用については、区のホームページ

や利用者への個別周知等により、西新井住区センターなど近隣の住区

センターをご案内していく。

（２）利用者の安全に十分配慮し、改修工事を行う。
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 西新井本町住区センターの大規模改修工事について 

所管部課名 

地域のちから推進部住区推進課、総務部資産管理課 

総務部公共施設マネジメント担当課、施設営繕部西部地区建設課 

衛生部足立保健所江北保健センター、子ども家庭部学童保育課 

内 容 

令和９年度から予定されている西新井本町住区センターの大規模改修工

事について、次のとおり報告する。 

１ 工事概要 

（１）改修工事期間（予定）

令和９年７月頃から令和１１年３月頃

（２）主な工事内容

内装、外装、給排水、受変電設備等の改修

２ 施設機能ごとの休館期間等（予定） 

（１）休館期間

ア 悠々館

令和９年７月頃から休館

イ 児童館（一般来館）

令和９年７月頃から休館

ウ 学童保育室、児童館（特例利用「ランドセルで児童館」）

休室期間なし

工事期間中は、江北保健センター２階を学童保育室等の仕様に改

修した後に、仮移転し運営する予定 

（２）全館開館予定

令和１１年４月頃

３ 今後の方針等 

（１）休館期間中の悠々館や児童館の利用については、区のホームページ

や利用者への個別周知等により、西新井住区センターなど近隣の住区

センターをご案内していく。

（２）利用者の安全に十分配慮し、改修工事を行う。
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 
夏休み期間中における体験講座等の無料化事業「あだちワーク わーく 

ｉｎ Ｓｕｍｍｅｒ」における対象施設及び対象講座について 

所管部課名 
地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課、生涯学習支援課 

スポーツ振興課

内 容 

今夏実施する、夏休み期間中における体験講座等の無料化事業「あだち

ワーク わーく ｉｎ Ｓｕｍｍｅｒ」について、地域のちから推進部の所

管する施設及び体験講座について報告する。 

１ 概要 

区では、こども基本法の施行に伴い、こどもまんなか社会の実現に向 

けた様々な取組を推進している。  

夏休み期間中には、一人でも多くの子どもが多様な遊びや体験機会に 

参加しやすくするため、区内施設において１８歳までの入場料等を無料 

化する。また、各施設で開催する「夏休みの自由研究等に役立つ体験」

や「将来の夢や仕事につながる体験」を対象とした講座への参加費を無

料化する。 

２ 対象期間 

令和６年７月２１日（日）から令和６年８月３１日（土）まで 

３ 夏休み無料化の対象となる施設及び体験講座

（１）入場料及び使用料

施設名 
子ども(１８歳以下) 

無 料 化 の 対 象 
備 考 

１ ギャラクシティ 

まるちたいけんドー

ム（プラネタリウム）

の入場料 

区内外在住

問わず対象 

２ 

体育館（地域体育館

８か所、総合スポー

ツセンター小・大体

育室、スイムスポー

ツセンター体育館） 

個人利用料 
区内外在住

問わず対象 

３ 

プール（スイムスポ

ーツセンター、東綾

瀬公園温水プール、

千住温水プール、総

合スポーツセンタ

ープール 

個人利用料 
区内外在住

問わず対象 
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（２）全６４講座のうち主な体験講座

施設名 
子ども(１８歳以下)無

料 化 の 対 象 講 座 
開催予定日 

１ 

鹿浜地域学習センター 

こどもおしごとらんど 

※ 対象：小１～小６

（小３までは保護者同伴） 

７月２８日㈰ 

ギャラクシティ 
こどもおしごとらんど 

※ 対象：小３～小６

８月２１日㈬ 

８月２２日㈭ 

竹の塚地域学習センター ８月２８日㈬ 

２ 生涯学習センター 
ＳＤＧｓをテーマに

感想文を書こう 

８月 １日㈭ 

８月２２日㈭ 

３ 梅田地域学習センター キッズサイエンス ８月１７日㈯ 

４ 興本地域学習センター 
ソーラーハンディ扇

風機を作ろう 
８月２２日㈫ 

５ 佐野地域学習センター 
キミも気象予報士

お天気実験教室 
７月２７日㈯ 

４ 周知方法 

（１）子どもの貧困対策・若年者支援課と連携し、あだち広報、教育だよ

り、Ｃ４ｔｈ Ｈｏｍｅ＆Ｓｃｈｏｏｌ等により周知していく。 

（２）各施設で作成している広報紙等で周知していく。
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 令和６年度芸術鑑賞体験事業の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

文化芸術の体験機会が減少している小学生の豊かな心を育むため、全て

の区立小学５年生を対象とした芸術鑑賞体験事業を次のとおり実施する。 

１ 実施内容 

（１）公演（劇団四季）

「美女と野獣」（会場 舞浜アンフィシアター） ４回

（２）実施予定日

令和７年１月１６日（木）

令和７年２月 ５日（水）、７日（金）、１３日（木）

（３）公演開始時間

午後１時３０分開始（約２時間３０分、途中休憩あり）

２ 対象児童 

全ての区立小学校の５年生 ５，０００人程度 

※ 令和５年度参加児童数 ４，７６５人

３ 委託方法 

チケットの手配、各学校から会場までのバスの手配、会場周辺の駐車

場の確保及び乗降時の安全誘導 

４ 委託金額（当初予算額） 

 ９０，４４２千円 

５ 移動方法 

バス借り上げによる移動（学校からの移動時間約４０分） 

６ 今後の方針 

これまでの実施結果を踏まえ、劇場でのトイレ利用や退場時の誘導 

方法等、児童の安全に配慮した事業の実施に向け改善を図っていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 あだち区展２０２４の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

あだち区展２０２４の概要を次のとおり報告する。 

１ 実施期間 

（１）前期（絵画、彫刻、図工・美術）

令和６年６月１８日（火）から６月２３日（日）まで

（２）後期（書道、写真）

令和６年６月２５日（火）から６月３０日（日）まで

２ 会場 

シアター１０１０ギャラリー（北千住マルイ１１階）

３ 入賞 

賞名 入賞者数 

区展大賞 絵画、彫刻、書道、写真部門から各１名 

区長賞 

各部門から１名ずつ 議長賞 

教育委員会賞 

審査員特別賞 図工美術２部門（平面・立体）から各１名 

教育委員会特別賞 図工美術２部門（平面・立体）から若干名 

部門賞 各部門から若干名 

４ 審査員 

絵画 彫刻 図工・美術 書道 写真 

外部審査員 ２名 ２名 １名 ５名 ３名 

実行委員会 １名 ２名 ４名(区小研) ５名 ３名 

５ 表彰式 

（１）日時

令和６年７月２８日（日）午前１１時から（１時間程度）

（２）会場

竹の塚地域学習センター ４階ホール

６ 入賞作品のウェブ展示 

８月から区ホームページにて入賞作品を公開予定 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 
生涯学習総合施設（学びピア２１）講堂及び竹の塚地域学習センター 

ホールの設備修繕に伴う利用休止について

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室生涯学習支援課 

内 容 

生涯学習総合施設（以下「学びピア２１」という。）講堂及び竹の塚地域

学習センターホールの設備修繕に伴う利用休止について、次のとおり報告す

る。 

１ 学びピア２１ 

（１）概要

講堂の舞台機構について、機器の経年劣化があるため、部品交換を実

施する。 

（２）利用休止期間

令和６年１２月９日（月）～１２月１９日（木）（予定）

２ 竹の塚地域学習センター 

（１）概要

ホールの舞台音響、舞台照明、舞台機構について、機器の経年劣化が

あるため、部品交換を実施する。 

（２）利用休止期間

令和７年１月１３日（月・祝）～２月１６日（日）（予定）

３ 今後の方針 

大規模改修工事を見据えながら、計画的に修繕を行っていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 
令和６年６月２６日 

件 名 東京都・関東女子フットサルリーグ２０２４㏌足立の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

東京都女子フットサルリーグ及び関東女子フットサルリーグの試合を

２日間にわたり開催し、アスリートの競技を身近に観戦できる機会を設

ける。 

また、スポーツをするきっかけにつながるよう、フットサルリーグ選

手による親子フットサル体験会を実施し、夏休み中の子どもの体験機会

を広げる。 

１ 実施日・実施内容 

（１）令和６年８月１０日（土） 東京都リーグ

内容 時間 申込等 

第１～第３試合（観戦） 
午前 10時 30分～ 

午後 2時 20分 

申込不要・当日

受付 

親子フットサル体験会 

５歳児クラスと 

その保護者３０組 

午後 2時 30分～ 

午後 3時 20分 
事前申込・抽選 

第４～第６試合（観戦） 
午後 4時～ 

午後 7時 45分 

申込不要・当日

受付 

（２）令和６年８月１１日（日） 関東リーグ

内容 時間 申込等 

親子フットサル体験会 

小１・２年生と 

その保護者３０組 

午前 9時 50分～ 

午前 10時 50分 
事前申込・抽選 

第１試合（観戦） 
午前 11時 30分～ 

午後 0時 50分 

申込不要・当日

受付 

第２試合（観戦） 
午後 1時 20分～ 

午後 2時 40分 

申込不要・当日

受付 

親子フットサル体験会 

小３・４年生と 

その保護者２０組 

午後 3時 10分～ 

午後 4時 20分 
事前申込・抽選 

第３試合（観戦） 
午後 4時 40分～ 

午後 6時 

申込不要・当日

受付 
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２ 申込方法 

（１）親子体験会

ア 区ホームページから受付フォームに入力（７月１０日～２３日） 

イ 抽選で参加者を決定（当落にかかわらず抽選結果を通知）

（２）試合観戦

申込不要、当日、会場にて受付

３ 会場 

  足立区総合スポーツセンター大体育室 

４ ＰＲ方法 

  あだち広報（６月２５日号）、区ホームページ、ＳＮＳ、幼稚園、

保育園、小学校を通じた、該当年齢・学年に対するチラシ配布 ほか 

５ 主催 

  関東フットサル連盟、東京都フットサル連盟、足立区 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 「夏休み野球観戦デー」の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

「みるスポーツ」の充実を図るため、「夏休み野球観戦デー」を次のと

おり実施する。 

１ 日程 

（１）東京ヤクルトスワローズ戦（神宮球場） １５０名／日

ア 令和６年８月 ８日（木） 午後６時試合開始

東京ヤクルトスワローズ 対 阪神タイガーズ

イ 令和６年８月２３日（金） 午後６時試合開始

東京ヤクルトスワローズ 対 横浜ＤｅＮＡベイスターズ

（２）読売ジャイアンツ戦（東京ドーム） １００名／日

ア 令和６年８月２４日（土） 午後２時試合開始

読売ジャイアンツ 対 中日ドラゴンズ

２ 内容 

（１）試合前の練習見学

（２）試合観戦

（３）試合後のグラウンド見学（東京ドームのみ）

３ 費用等 

（１）東京ヤクルトスワローズ戦 先着

大人：１名につき１，５００円

（外野席：通常２，７００～３，５００円） 

子ども（中学生まで）：東京ヤクルトスワローズ側が無料招待 

（通常１，５００円～１９００円） 

※ 球団のサイトにて申込。チケット引換券をコンビニ等で発券。

発券手数料１１０円／枚、コンビニ支払いの場合に店頭決済手数

料２２０円／枚（大人、子どもともに）は、申込者負担。 

（２）読売ジャイアンツ戦 抽選

大人：１名につき２，５００円（２階席Ｃ：通常同額）

子ども（中学生まで）：区が負担し、無料（負担額１，０００円）

※ 区サイトで申込。当選者にクレジット決済、もしくは金融機関

支払い用紙による事前支払方法を通知（発券手数料はかからな

い）。納付期限までに支払いを完了した方にのみ、当日案内を通知。 
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（３）申込単位

いずれも必ず保護者となる大人１名を含む４名以下のグループで

申込を受付する。子どもは、在住もしくは在学が必須。 

（４）チケットの引換

事前に申し込み、支払いを完了する。

当日、該当者の住所・氏名がわかるものを確認し、チケットを交換。 

４ ＰＲ方法 

あだち広報（６月２５日号）、区ホームページ、ＳＮＳ 

小・中学校保護者あてメール（Ｃ４ｔｈ Ｈｏｍｅ＆Ｓｃｈｏｏｌ） 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 スペシャルクライフコートフェスティバルの実施結果について

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

１ 日時 

  令和６年４月２９日（月・祝）午前１０時００分～午後３時３０分 

２ 場所 

総合スポーツセンター 

３ 実施内容 

（１）障がいのある方も楽しめるスポーツイベントとして、様々なパラス

ポーツや運動を楽しめる企画を東京ヴェルディ㈱と協働で実施した。 

（２）昨年度よりも体験ブースの種目数を拡大し、様々なパラスポーツ体

験を実施した。 

４ 参加人数  体験場所・ブースごとののべ人数 

体験場所 令和５年度 令和６年度 前年比 

ステージ観覧者 ５００ ５７０ ＋７０ 

チアダンス教室 ９８ ５１ －４７ 

サッカー １６２ １８１ ＋１９ 

クライフコート ２０４ ３０７ ＋１０３ 

パラ・アルペンスキー 

シミュレーター
（未実施） ９８ ―――― 

５人制サッカー （未実施） １１４ ―――― 

ビームライフル １７７ ２１５ ＋３８ 

トランポリン （未実施） ４１９ ―――― 

ボッチャ （未実施） ３３９ ―――― 

シッティングバレー （未実施） １４５ ―――― 

車いすハンドボール （未実施） １０９ ―――― 

ユニバーサル野球 ２４２ （未実施） ―――― 

義足体験 １２４ （未実施） ―――― 

グリーンハートルーム※ １７８ １０ －１６８ 

コンシェルジュ相談 ５ ６ ＋１ 

合 計（のべ人数） １，６９０ ２，５６４ ＋８７４ 

うち障がい者（のべ人数） ３４１ ２３７ －１０４ 
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※ グリーンハートルームは、令和５年度は初の設置であったため、障

がい者の方々に声をかけて利用を促した。令和６年度は、障がい者ご

本人の判断により休憩室として利用した。 

５ 主催・運営 

（１）足立区

（２）東京ヴェルディ株式会社

６ 協力 

（１）足立区ライフル射撃連盟

（２）ＮＰＯ法人つばさの会

（３）公益財団法人日本障がい者スキー連盟

（４）東京都シッティングバレー協会

（５）一般社団法人日本車いすハンドボール連盟 ほか

７ その他 

  福祉部管理職６人が、館内警備等の応援職員として従事した。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年６月２６日 

件 名 令和５年度パラスポーツ推進事業の実績報告について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

令和５年度のパラスポーツ推進の取り組み実績について、次のとおり報告

する。 

１ あだちスポーツコンシェルジュの相談実績 

（１）全体の相談件数及び対応状況（令和５年度新規相談）

［相談件数］

年間合計 相談件数 対応状況 

障がい者本人・ 

家族等からの相談 

３６件 

（２８件） 

（１）活動が定着 ８件 

（２）体験会等に参加  ６件 

（３）相談者からの希望により 

活動先の情報提供のみ実施 

２２件 

障がい者施設など 

団体からの相談 

１９件 

（１４件） 

（１）パラスポーツの体験会等を

実施        １０件 

（２）パラスポーツの体験会等の

実施場所を紹介    ５件 

（３）パラスポーツの指導者を紹

介 ２件 

（４）対応継続中   ２件 

合計 
５５件 

（４２件） 

※ （ ）内は前年度同時期の数値

（２）主な対応事例

ア 区主催の障がい者運動教室を４名の障がい児・者に紹介し、継続的

な活動につながった。 

イ 足立区ライフル射撃連盟を通じて、区内外のビームライフル教室に

児童を紹介し、継続的な活動につながった。 

ウ 知的障がい者の通所施設からの「利用者が楽しめるスポーツを紹介

してほしい」との相談に対し、ボッチャやレクリエーション用具を紹

介しながらスポーツの体験会を実施した。 

エ 都立花畑学園から学園祭におけるスポーツ体験コーナーの運営の

相談に対し、パラスポーツ指導員５名を紹介した。 

16



２ スペシャルクライフコートの利用実績 

（１）全体の利用者数は、個人利用者が増加したことにより、前年度に比べ

１，４２８人の増（２７．３％の増）となった。 

（２）障がい者の利用者数は、年間６９回実施予定であった教室や体験会

が、荒天・低気温等により７回の中止、２２回の会場変更（屋内実施）

となったこともあり、９３人の減（１２．１％の減）となった。 

［施設利用者実績］ 

令和５年度 
上半期 

令和５年度 
下半期 

合計 

利用者数 
２，９８３人 

（２，１７０人）

３，６７８人 

（３，０６３人）

６，６６１人 

（５，２３３人）

うち障がい者 
３８２人 

（２９４人）

２９５人 

（４７６人）

６７７人 

（７７０人）

※ （ ）内は前年度同時期の数値

［施設利用者実績内訳］ 

利用形態 
令和５年度 
上半期 

令和５年度 
下半期 

合計 

個

人

利

用 

利用者数 
１，５１０人 

(１，２３７人) 

２，９２５人 

(１，６８７人) 

４，４３５人 

(２，９２４人) 

うち障がい者 
７人 

（９人）

５人 

（２人）

１２人 

(１１人）

団

体

利

用 

登録

団体 

利用者数 
５３５人 

（３９４人）

２５３人 

（４３８人）

７８８人 

（８３２人）

うち障がい者 
２３３人 

（１５２人）

１４０人 

（２５６人）

３７３人 

（４０８人）

教室 

・ 

体験

会 

利用者数 
９３８人 

（５３９人）

５００人 

（９３８人）

１，４３８人 

(１，４７７人) 

うち障がい者 
１４２人 

（１３３人）

１５０人 

（２１８人）

２９２人 

（３５１人）

合

計 

利用者数 
２，９８３人 

(２，１７０人) 

３，６７８人 

(３，０６３人) 

６，６６１人 

(５，２３３人) 

うち障がい者 
３８２人 

（２９４人）

２９５人 

（４７６人）

６７７人 

（７７０人）

※ （ ）内は前年度同時期の数値
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３ 障がい者スポーツ活動助成金（令和５年度新規事業）の交付実績 

（１）概要

ア 目的

障がい者の運動・スポーツの機会の拡大とスポーツ活動の継続化

イ 対象者

区内在住かつ障害者手帳等を所持する者

ウ 対象経費

用品購入費、施設使用料、大会参加費、サークル会費など

エ 助成金額

上限１万円（支払い額の２分の１。交通費は一律３００円）

※ 年度内１回まで、毎年度申請可

（２）交付実績

［交付実績］

交付申請件数 交付決定件数 交付額 

２４６件 ２３５件 ２，１６９，３００円 

※ 申請後、辞退の申し出及び必要書類未提出のため、１１件は

不交付決定 

［月別交付実績］ 

月          
交付 

申請件数 
交付 

決定件数 
月                  

交付 
申請件数 

交付 
決定件数 

４月 ４６件 ０件 １０月 ３６件 ８件 

５月 ３５件 ２件 １１月 １７件 １２件 

６月 ４０件 ６件 １２月 ５件 １４件 

７月 １６件 ３件 １月 ６件 ２１件 

８月 １３件 ２１件 ２月 ９件 ２１件 

９月 １１件 １１件 ３月 １２件 １１６件 

（３）交付決定内訳

ア 経費別の交付決定状況

経費                件数 割合 主な具体例 

会 費 １５９件 ４２.２％ 
所属スポーツ団体への

月会費 

物品購入・ 

レンタル料
１０４件 ２７.６％ 

運動シューズ、ラケット

等の購入費 

交 通 費 ６６件 １７.５％ 

参 加 料 ３６件 ９.５％ 
競技大会や運動教室の

参加費 

保 険 料 １０件 ２.７％ 

施設使用料 ２件 ０.５％ 

計 ３７７件 １００％ 

※ １つの申請の中で複数の経費の申請が可能
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イ スポーツ種別の交付決定状況

No 種目 件数 No 種目 件数 

１ トランポリン ５３件 ８ 卓球 ７件 

２ ダンス ４２件 ９ 野球 ６件 

３ 水泳 ３０件 10 フライングディスク ５件 

４ サッカー ２５件 11 テニス ４件 

５ サウンドテーブルテニス １８件 12 筋力トレーニング ４件 

６ ボッチャ ８件 13 ウォーキング ４件 

７ 空手 ７件 14 その他※ ２７件 

※ その他 ヨガ、柔道、アーチェリーなど

（４）事業の実施効果について

ア スポーツクラブへの入会費を申請された方や、スポーツコンシェル

ジュの相談を通じて申請につながった方など、申請内容等から、新規

にスポーツを始めたと判断できるものが１０件あった。 

イ 申請者には、スポーツを既に実施しており、スポーツクラブの会費

や、活動場所への交通費など、活動継続のために活用している場合が

多かった。 

４ 今後の方針 

各事業について、障がい者やその関係者への更なる周知を図るととも

に、地域のスポーツ関係者・障がい福祉関係者との連携を深めることで、

障がい者の運動・スポーツへの参加促進を図る。

19



区 民 委 員 会 情 報 連 絡

令和６年６月２６日 

件 名 「調べ学習用図書」の令和５年度配送実績について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内 容 

区立小・中学校に配送している「調べ学習用図書」について、令和５年度

の配送実績を報告する。 

１ 配送回数・貸出冊数 

種別 項目 令和４年度 令和５年度 増減 

小学校 

校数 ３７ ３５ －２ 

回数 １４５ １５４ ＋９ 

冊数 ６,５０９ ７,５９７ ＋１,０８８ 

中学校 

校数 １４ １３ －１ 

回数 ４１ ４２ ＋１ 

冊数 １,９６５ １,７０９ －２５６ 

合計 

校数 ５１ ４８ －３ 

回数 １８６ １９６ ＋１０ 

冊数 ８,４７４ ９,３０６ ＋８３２ 

※ 回数は延べ回数

２ 令和４年度との比較 

（１）校長会でのＰＲや小・中学校教員を対象とした研修会の実施、教員ア

ンケート結果の分析に基づくテーマの見直し等により、全体の利用回数

が増えた。 

（２）校外学習で活用する「鋸南」「日光」や、国際情勢を反映した「戦争・

核兵器」に関するテーマでの貸出が増加した。 

３ 今後の方針 

（１）学校図書館スーパーバイザーと連携した講座の実施等により、ニーズ

を把握しながら利用を促進していく。 

（２）学校への配送だけでなく、夏休みに合わせて区内小・中学生に向けて

「調べ学習用図書」セットを区内図書館で貸出していくとともに、「調

べ学習用図書」セットの内容を、随時、見直していく。 

（３）区ホームページ及び校長会でのＰＲや小・中学校教員及び学校司書向

け研修会の実施により周知を図っていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和６年６月２６日 

件 名 「あだち読書通帳」の令和５年度配布実績について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内 容 

 子どもの読書習慣定着のために「あだち読書通帳」を区立図書館等で配布

している。令和５年度の配布実績を次のとおり報告する。 

１ 「あだち読書通帳」概要 

（１）使用方法

本を読んだ日やタイトル、お気に入り度などを記入して、読書記録を

残すことができる。通帳一冊に５０冊分を記録可能。 

※ 表紙及び中面のイメージは別紙１のとおり。

（２）配布場所

区立図書館、保健センター、子育てサロン、児童館、区立小・中学校、

区立保育園・こども園、私立保育園、アウトリーチ事業、講演会等 

２ 配布実績（別紙２のとおり） 

（１）親子用については、令和５年度から、新たに区内の私立保育園２５園

で配布を実施したことにより、全体の配布数が微増となった。 

（２）小学生用については、区立学校への効果的なＰＲが不足していたため、

配布数減少の要因となった。 

※ やよい図書館が令和５年９月から休館となったことも一因と考え

られる。 

３ 今後の方針 

（１）読書週間や夏休み期間に読書通帳を使ったイベントを行い、読書習慣

の定着につなげていく。 

（２）親子用は、区立保育園、こども園、幼稚園、私立保育園などの乳幼児

に関わる機関へのＰＲをしていく。 

（３）小学生用は、単に読書通帳を配布するだけでなく、校長会などで目的

や具体的な利用方法をチラシ等で再度周知し、司書教諭や学校図書館支

援員にもＰＲをしていく。 
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「あだち読書通帳」の表紙及び中面のイメージ 

１ 親子用  

（表紙）  （中面） 

２ 小学生用  
（表紙）  （中面） 

別紙１ 
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「あだち読書通帳」の令和５年度配布実績 

１ あだち読書通帳（親子用） 

配布方法 令和３年度  
令和４年度 

（Ａ） 

令和５年度 

（Ｂ） 

増減 

（Ｂ－Ａ） 

区立図書館（イベント、 

はじめてえほん引換時）で

配布 

2,763冊 2,359冊 1,305冊 －1,054冊 

保健センターで配布 3,304冊 4,060冊 4,127冊 ＋67冊 

子育てサロン、児童館（は

じめてえほん引換時）で配

布 

1,932冊 2,297冊 2,082冊 －215冊 

区立保育園、こども園、幼

稚園で配布 
970冊 1,297冊 1,312冊 ＋15冊 

私立保育園で配布 － － 909冊 ＋909冊 

アウトリーチ事業、講演会

等で配布
339冊 551冊 928冊 ＋377冊 

合計 9,308冊 10,564冊 10,663 冊 ＋99冊 

２ あだち読書通帳（小学生用） 

配布方法 令和３年度  
令和４年度 

（Ｃ） 

令和５年度 

（Ｄ） 

増減 

（Ｄ－Ｃ） 

区立図書館で配布 6,106冊 4,441冊 3,435冊 －1,006冊 

区立学校 

（※１）  

小学校 19,986冊(42校) 12,546冊(31校) 8,735冊(65校) －3,811冊 

中学校 0冊 (0校) 200冊 (1校) 800冊(2校) ＋600冊 

小計 19,986冊(42校) 12,746冊（32校) 9,535冊(67校) －3,211冊 

アウトリーチ事業

講演会等で配布
0冊 0冊 543冊 ＋543冊 

合計 26,092冊 17,187冊 13,513 冊 －3,674冊 

※１ 校長会でＰＲを行い、各学校の要望に応じて配布。

別紙２ 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和６年６月２６日 

件 名 梅田八丁目複合施設に係る区民ワークショップの実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内 容 

 梅田八丁目複合施設の整備業務について、区民との対話を通じて「場」

や「機能」のあり方に関する検討を行うため、次のとおり区民ワークショッ

プを実施する。 

１ 目的 

（１）複合施設の目指す姿の一つとして掲げる「協働・協創」の場を具体的

なイメージとして示しながら、実際に「新しい関係をつくる」ことが

実現可能であること、将来に大きな意味を持つことを体感してもらう。 

（２）その上で、複合施設を利用してほしいさまざまな立場の人と対話し、

空間や運営のあり方についてより深い検討を行う。 

２ ワークショップ名

  「（仮称）新しい場、未来を語り合おう」 

３ 対象者及びねらい 

（１）中学生・高校生：施設開設まで関わりを継続してほしい世代との対話

（２）子育て世代  ：複合施設のメインターゲットとなる世代との対話 

（３）様々な立場の人：子どもをとりまく多様な大人との対話

※ 全体で３０名程度を想定

４ 日時・場所 

日時：令和６年７月２７日（土）午後１時から４時まで 

  場所：足立区役所 南館１２階会議室 

５ 今後の方針 

ワークショップの模様を記録、コンテンツ化し、発信することにより、

施設設計の実践課程を共有していく。 
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